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日本語教育研究科・博士後期課程の学生心得

日本語教育研究科（日研）・博士後期課程に在籍する学生諸君に対して、博士

論文を作成する際に留意してほしいことを以下に記します。参考にしてくださ

い。

なお、本「心得」では、博士後期課程３年で博士論文を作成することを想定

しています。

１．研究活動（１期目から４期目）

・ 自身の関心領域だけではなく、日本語教育の関連領域の研究動向を広く

学び、自身の研究テーマが日本語教育学において意義のある研究テーマ

であることを確認し、問題設定をしましょう。

・ 自身の研究テーマに関する先行研究の成果と課題をしっかり調査しまし

ょう。

・ 調査研究、実践研究を行う場合は、入念な事前準備を行いましょう。

・ 日研の博士論文作成ガイドラインをしっかり読み、＜研究倫理教育＞を

受けましょう。

・ 研究を進めるうえで、問題関心や調査、実践のアイディアなどを所属の

研究室のゼミ、「日研ひろば」などで発表するだけではなく、研究成果を

持って早稲田大学日本語教育学会、学外の学会、研究集会などに積極的

に参加し、研究交流に努めましょう。

・ 海外や遠隔地にいる院生は、主指導および副指導の教員と頻繁に連絡を

とり、研究経過を報告するとともに助言を求めるなど、研究が進むよう

に積極的に努力しましょう。

・ 海外や遠隔地にいる院生は、少なくとも学期に 1回は、主指導および副

指導の教員と直接会って、研究経過を報告するとともに指導を受ける機

会を持ちましょう。

２．研究成果発表

・ 博士論文の主要な部分を構成する研究発表 3回、研究論文３本を発表し

ましょう。

・ 研究発表をする場合は、事前に主指導および副指導の教員に内容を伝え、

内容について助言をもらいましょう。

・ 研究論文をジャーナル等へ投稿する場合、あるいは学会等で研究発表す
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る場合は、事前に主指導および副指導の教員に研究論文・研究発表原稿

等を提示し、助言をもらいましょう。

・ 研究論文・研究発表原稿等を事前に主指導および副指導の教員に見ても

らう場合は、最低でも申し込み締め切りの２週間前までに助言がもらえ

るように心がけましょう。

・ 研究論文・研究発表の査読結果がわかれば、主指導および副指導の教員

にその結果と査読コメント等を報告し、助言をもらいましょう。

・ 博士論文の作成にあたり、主指導および副指導の教員と密接な連絡をと

り、助言をもらうことが博士論文の質をあげることにつながると考えま

しょう。

３．予備審査会（５期目）

・ 予備審査会で発表する前に、発表内容について十分に吟味し、しっかり

準備をしましょう。

・ 予備審査会の前に、事前に主指導および副指導の教員に発表内容を提示

し、助言をもらいましょう。

・ 予備審査会では、博士論文の執筆を継続することの「可否」が判断され

ます。予備審査会後は、主指導および副指導の教員から助言をもらいま

しょう。

・ その助言を参考に、博士論文の完成へ向けて努力しましょう。

・ 海外や遠隔地にいる院生も、スカイプ等の代替方法に頼らず、できる限

り、予備審査会に直接参加し対面で発表するように、準備し計画を立て

ましょう。

４．最終口頭試問（６期目）

・ 博士学位申請論文を提出する前に、誤記や遺漏がないか十分に確認をと

り、完成した論文を提出しましょう。

・ 最終口頭試問の前に、論文内容について十分に確認し、しっかり準備を

しましょう。

・ 最終口頭試問は試験なので、その前に、主指導ほかの教員に試問内容に

ついて相談することはできません。

５．学位申請論文の修正（６期目）

・ 博士学位申請論文の学位授与が決定した後、日研運営委員会より博士論
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文の修正箇所が指摘された場合は、所定の手続きにより、修正箇所を報

告しなければなりません。また、その修正箇所と修正報告は論文ととも

に公表されます。


